
「第１回プロネクサス懸賞論文」の受賞作品決定 

 

株式会社プロネクサスでは 2009 年 5 月に、CSR 活動の一環として「第 1 回プロネクサス懸賞論文」

の募集を開始いたしました。このたび、受賞作品が決定いたしましたので、お知らせいたします。 

「上場会社のディスクロージャー・IR をより効果的、効率的なものにするための研究および提案（但

し、実証研究分野を除く）」というテーマに対して、5 件の論文の応募があり、審査委員会にて厳正かつ

多面的に検討を行い、優秀賞１本、佳作１本の論文を選定いたしました。今回は、残念ながら最優秀賞

は該当がありませんでした。 

弊社では、来年度以降も引き続き本懸賞論文を実施して、多くの企業ディスクロージャー・IR を研究

する学生、若手研究者、および同分野に関心のある社会人等の方々から研究レポートやご提案をいただ

き、優秀作を紹介することによって、資本市場の健全な発展に寄与していきたいと考えております。 

 

【審査結果】 

 最優秀賞 該当なし 

 優秀賞  1本 

  円谷昭一（つむらや しょういち）（埼玉大学経済学部 准教授、日本IR協議会客員研究員） 

「事業セグメント情報にみるディスクロージャー制度の展望―IRを踏まえた基準作成の必要性―」 

 佳 作  1本 

  山﨑麻美（やまざき あさみ）、郡司麻未（ぐんじ あさみ）（成城大学経済学部3年） 

  「気候変動関連情報の投資家向け開示をめぐって―国際的な開示フレームワークとの関連を中心に―」 
 
◎ 優秀賞受賞論文の全文は、当ホームページに掲載予定です。 
 
【授賞式の開催模様】 

2009 年 12 月 2 日、弊社において授賞式を開催しました。授賞式には、優秀賞、佳作に入賞された方々

をお招きし、表彰状の授与などを行いました。 

 はじめに、弊社代表取締役社長 上野守生より挨拶があり、次いで、黒川行治審査委員長（慶應義塾大

学商学部教授）から、受賞作品に関する講評についてお話がありました。 

〈講評の要旨〉 

優秀賞を受賞した、円谷昭一著「事業セグメント情報にみるディスクロージャー制度の展望―IR を踏

まえた基準作成の必要性―」は、意外性のある興味深い視点の提示をした点で高く評価しました。わが

国においても、2011 年 3 月期から米国基準および国際会計基準（IFRS）と同様のマネジメント・アプ

ローチによる事業セグメント決定方法が導入されますが、当論文はわが国の上場会社のセグメント情報

開示実態が米国に比べて劣っているとは言えない点を指摘しています。また、IR におけるセグメント情

報開示では制度開示よりも詳細な開示例などが多く見られ、IR を踏まえた会計基準作成という視点での

検討が世界統一会計基準設定活動に貢献するのではないかと提案した点を、評価しました。 

佳作を受賞した、山﨑麻美・郡司麻未共著「気候変動関連情報の投資家向け開示をめぐって―国際的

な開示フレームワークとの関連を中心に―」では、気候変動関連情報開示の現状が十分に紹介されてお

り、豊富な事例収集と、その情報の持つ公共的な意味での重要性の指摘が説得的でした。投資家が気候

変動関連情報に求めるものや活用方法についての考察は必ずしも十分とは言えませんでしたが、若い研

究者や学生の研究支援という本懸賞論文の趣旨に鑑み、著者には更なる研究の進展を期待し、佳作とす

ることに決定しました。 



 その後、表彰状の授与へと移り、優秀賞を受賞された円谷昭一氏に弊社社長 上野より表彰状と懸賞金

（30 万円）の目録が贈呈されました。佳作を受賞された山﨑麻美・郡司麻未、両氏には、表彰状と懸賞

金（10 万円）の目録が贈呈されました。 

 受賞された方々からは、「名誉ある賞の第 1 回目に選ばれて、誠に光栄です。上場会社のディスクロ

ージャー・IR をより効果的、効率的にするために、少しでも貢献できたならば大変うれしい。ぜひ、来

年度も機会があれば応募したい」「論文執筆にあたっては、多大な労力がかかったが、非常に勉強にな

った。これからも勉学に励みたい」等の感想をいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【第 2 回プロネクサス懸賞論文の募集予定】 

1．テ ー マ：上場会社のディスクロージャー・IR をより効果的、効率的なものにするための研究

および提案（但し、実証研究分野を除く） 

2．応募締切日：2010 年 9 月 12 日（日）当日消印有効 

3．応 募 資 格：40 歳以下（2010 年 9 月 12 日現在）の日本在住の方 

4．懸 賞 金 額：最優秀賞 50 万円（1 本）、優秀賞 30 万円（1 本）、佳作 10 万円（若干名） 

5．審 査 方 法：審査委員会での審査により受賞作を決定 

6．その他の募集条件：第 1 回と同様 

 

【問合せ先】 

㈱プロネクサス プロネクサス総合研究所 懸賞論文係 佐瀬（させ）・緒方（おがた） 

TEL：03－5777－3032（平日 9:00～17:30） E-mail：souken@pronexus.co.jp 


